復帰プログラムに関する規定
第1条　（目的）

この規定は私傷病により休職した従業員の確実な復職を目的とした「復帰プログラム」に関する事項について定めたものである。
第2条　（実施内容）

「復帰プログラム」は休職期間中に行い、

1．出社練習　　：　通勤と会社で過ごす練習　（1週目3時間、2週目8時間）

2．仮出勤　：　業務負荷を軽減した上での残業なしフルタイム勤務に大別される。

第3条　（給与）

仮出勤は給与、交通費を支給する。給与額は別に定める。

第4条　（勤怠管理）

出社練習は、評価のため出社時刻及び退社時刻を計測する。仮出勤は、勤怠管理を行い、出勤日は元の休職期間より控除する。

第5条　（評価）
出社練習の評価
週5日間のうち欠勤、遅刻及び早退のいずれかが1回以内であれば仮出勤をさせる。2回以上であれば、8時間働けるコンディションでないとみなし休職させる。
仮出勤の評価
・　週5日間のうち欠勤、遅刻及び早退のいずれかが1回以内であり、通常業務が行えると判断した場合は、復職させる。
・　週5日間のうち欠勤、遅刻及び早退のいずれかが2回以上であれば、出社練習へ一つ戻す。なお、仮出勤から出社練習へ戻る場合は、給与無給になる。

第6条　（実施期間）

「出社練習」は少なくとも2週間、「仮出勤」は少なくとも4週間実施する。なお、休職期間中何度でも実施できる。

第7条　（健康管理）
1　出社練習開始時には、“出社練習に関する意見依頼書”を、仮出勤開始時には、“仮出勤の可否について診断依頼書”を医師へ提出し、意見書・診断書を得なければならない。
2　「復帰プログラム」期間中に従業員の体調不良が見られる場合は、産業医面談し、産業医の判断で休職を命ずる。
3　　健康管理表をカウンセラーと人事に提出することを要する。

第8条　（労災補償、その他）
出社練習期間中は、労災補償の対象外であるため、移動中の事故補償として障害保険に加入する。ただし、補償が免責となった場合その責任は負わない。
